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別
記
事

今
野
茂
充
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

1
　
論
文
の
要
旨

　
今
野
茂
充
君
が
提
出
し
た
学
位
請
求
論
文
「
国
際
シ
ス
テ
ム
の
制

約
と
国
家
利
益
－
近
代
日
本
外
交
の
理
論
分
析
、
一
八
六
八
－
一
九

四
五
」
は
、
独
自
の
リ
ア
リ
ス
ト
理
論
を
提
示
し
て
、
明
治
維
新
か

ら
太
平
洋
戦
争
に
至
る
近
代
日
本
外
交
の
約
八
○
年
間
の
歴
史
を
、

パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
観
点
か
ら
分
析
し
た
野
心
的
な
研
究
で

あ
る
。

　
今
野
君
の
論
文
は
、
以
下
の
五
章
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
前

後
に
序
論
と
結
論
を
配
す
る
。
第
］
章
か
ら
第
四
章
ま
で
が
主
と
し

て
先
行
研
究
の
徹
底
的
な
検
討
を
土
台
と
し
た
新
理
論
の
構
築
作
業

に
あ
て
ら
れ
て
お
り
、
第
五
章
で
は
同
君
が
提
示
す
る
理
論
を
用
い

て
、
近
代
日
本
外
交
の
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。

序
論

　第　　　　　第　　　第　　　　　第　　　第
第五第第第第第四第第第三第第第第第二第第第一
一章五四三二一章三二一章五四三二一章三二一章
節　節節節節節　節節節　節節節節節　節節節

現
状
維
持
国
家
と
現
状
打
破
国
家

　
二
つ
の
国
家
利
益

　
リ
ア
リ
ス
ト
の
論
議
と
そ
の
問
題
点

　
国
家
利
益
の
再
定
義

国
際
シ
ス
テ
ム
の
極
構
成
と
構
造
的
制
約

　
国
際
シ
ス
テ
ム
の
基
本
的
前
提

　
国
際
シ
ス
テ
ム
の
極
性
と
安
定

　
構
造
的
制
約
の
性
質

　
国
際
シ
ス
テ
ム
の
極
性
と
極
大
国
の
国
家
利
益

　
極
構
成
と
そ
の
特
徴

不
確
実
性
と
国
家
行
動

　
不
確
実
性
と
国
際
政
治

　
不
確
実
性
を
低
下
さ
せ
る
手
段

　
同
盟
行
動
の
諸
形
態

国
家
利
益
の
変
化

　
国
家
利
益
の
変
化
と
国
際
関
係
理
論

　
国
際
シ
ス
テ
ム
の
構
造
変
化

　
戦
争
・
革
命
・
内
乱

　
大
国
問
政
治
と
国
家
利
益

　
国
内
要
因

近
代
日
本
外
交
の
理
論
分
析
、
一
八
六
八
－
一

　
富
国
強
兵
と
「
大
国
の
地
位
」
の
追
求
、
一

八
九
四

八九
六四
八五
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結

論第第
　ハタパ　 　ノず

　即即
多
極
シ
ス
テ
ム
と
帝
国
の
台
頭
、

国
際
協
調
か
ら
帝
国
の
崩
壊
へ
、

九八
一九
九五
I　I

九九
四一
五八

　
序
論
で
は
、
本
論
文
の
研
究
の
背
景
と
目
的
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
近
年
、
国
際
関
係
理
論
研
究
に
お
い
て
は
、
外
交
史
の
事
例
を
活

用
す
る
こ
と
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
野
君
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
国
際
関
係
理
論
を
用
い
て
、
近
代
日
本
外
交
の
軌
跡
を
分
析

す
る
研
究
は
皆
無
に
近
い
。
理
論
研
究
者
（
主
と
し
て
北
米
の
研
究

者
）
の
関
心
は
、
］
九
三
〇
年
代
以
降
の
日
本
の
拡
張
主
義
の
分
析

に
集
中
し
て
お
り
、
そ
れ
以
前
の
時
代
の
日
本
外
交
に
関
し
て
は
、

「
明
治
維
新
以
降
、
す
べ
て
の
政
権
が
拡
張
主
義
的
（
現
状
打
破
的
）

で
あ
っ
た
」
と
い
う
単
純
な
理
解
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
代
日
本
外
交
史
の
先
行
研
究
を
参
照
し
て
も

明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
］
九
二
〇
年
代
ま
で
の
日
本

外
交
は
、
国
際
環
境
の
厳
し
い
制
約
の
中
で
慎
重
に
現
状
維
持
政
策

と
現
状
打
破
政
策
を
選
択
し
て
き
た
。
つ
ま
り
、
近
代
日
本
外
交
の

軌
跡
を
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
観
点
か
ら
理
解
す
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
条
件
で
現
状
維
持
政
策
と
現
状
打
破
政
策
を
使
い
分
け

て
い
た
の
か
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
既
存
の
理
論
を
利
用
し
て
も
現
状
維
持
政
策
と
現
状

打
破
政
策
の
柔
軟
な
使
い
分
け
を
う
ま
く
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
こ
の
問
題
点
自
体
は
、
冷
戦
終
結
後
の
「
リ
ア
リ
ス
ト
間
の
論

争
」
を
経
て
多
く
の
理
論
研
究
者
の
間
で
認
識
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
具
体
的
な
解
決
策
を
示
す
こ
と
に
成
功
し
た
研
究
は
ま
だ

存
在
し
て
お
ら
ず
、
現
在
で
も
個
別
の
努
力
が
継
続
さ
れ
て
い
る
段

階
で
あ
る
。

　
今
野
君
の
理
論
構
築
の
目
的
は
、
国
際
環
境
の
変
化
に
応
じ
て
、

国
家
が
現
状
維
持
政
策
と
現
状
打
破
政
策
を
選
択
す
る
様
子
を
説
明

す
る
理
論
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
リ
ア
リ
ス
ト
間
の

論
争
」
を
発
展
的
に
解
消
さ
せ
る
解
決
策
を
示
す
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。

　
そ
し
て
、
提
示
し
た
理
論
を
用
い
て
、
近
代
日
本
外
交
の
軌
跡
を
、

国
際
政
治
の
大
局
的
な
観
点
か
ら
再
検
討
す
る
こ
と
が
、
本
論
文
の

事
例
研
究
部
分
で
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
一
章
に
お
い
て
は
、
「
現
状
維
持
」
と
「
現
状
打
破
」
の
二
つ

の
国
家
利
益
が
再
定
義
さ
れ
る
。
冷
戦
終
結
後
の
「
リ
ア
リ
ス
ト
間

の
論
争
」
を
経
て
、
北
米
の
学
界
で
は
、
攻
撃
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
現

状
打
破
国
家
に
対
す
る
視
点
と
防
御
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
現
状
維
持
国

家
に
対
す
る
視
点
を
統
合
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
、
一
定
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
今
野
君
が
、
①
古
典
的
リ
ア
リ
ズ
ム
、
②
パ
ワ
i
変
遷
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理
論
、
③
ケ
ネ
ス
・
ウ
ォ
ル
ツ
の
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
、
④
リ
ア
リ
ス

ト
間
の
論
争
、
に
お
け
る
国
家
利
益
の
前
提
に
関
す
る
先
行
研
究
を

包
括
的
に
再
検
討
し
た
上
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
攻
撃
的
リ
ア

リ
ズ
ム
と
防
御
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
視
点
を
単
純
に
合
わ
せ
る
だ
け
で

は
、
首
尾
一
貫
し
た
統
一
理
論
を
生
み
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
攻

撃
的
リ
ア
リ
ス
ト
は
現
状
打
破
国
家
を
「
相
対
的
パ
ワ
ー
の
最
大
化

を
追
求
す
る
国
家
」
と
し
て
定
義
し
、
防
御
的
リ
ア
リ
ス
ト
は
現
状

維
持
国
家
を
「
安
全
保
障
に
必
要
な
レ
ベ
ル
の
パ
ワ
ー
を
追
求
す
る

国
家
」
と
定
義
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
パ
ワ
ー
に
対
す
る
選
好

と
い
う
形
で
国
家
利
益
を
定
義
し
て
い
る
限
り
、
現
状
維
持
国
家
と

現
状
打
破
国
家
を
同
時
に
想
定
し
た
と
し
て
も
、
ど
ち
ら
の
定
義
か

ら
で
も
説
明
で
き
る
事
象
が
多
く
存
在
す
る
と
い
う
難
題
に
直
面
す

る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
こ
で
今
野
君
は
、
「
領
土
」
の
観
点
に
限
定
し
て
国
家
利
益
を

再
定
義
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
現
状
維
持
」
と
「
現
状
打
破
」
の
二

つ
の
国
家
利
益
を
同
時
に
想
定
し
て
も
矛
盾
が
生
じ
な
い
理
論
構
築

を
試
み
て
い
る
。
そ
し
て
、
国
家
利
益
を
「
領
土
」
の
観
点
に
限
定

し
て
定
義
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
成
長
に
よ
る
国
力
増
大
と
領
土

拡
張
に
よ
る
国
力
増
大
の
性
質
の
違
い
を
、
従
来
の
理
論
よ
り
も
明

確
に
示
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　
第
二
章
で
は
、
国
際
シ
ス
テ
ム
の
極
構
成
と
構
造
的
制
約
に
つ
い

て
、
独
自
の
理
論
枠
組
が
提
示
さ
れ
る
。
国
際
シ
ス
テ
ム
の
極
性
に

関
す
る
研
究
は
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
、
国
際
関
係
理
論
の
研
究
者

の
間
で
最
も
論
議
さ
れ
て
き
た
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、

経
験
的
な
検
証
に
耐
え
う
る
確
固
た
る
枠
組
を
提
示
す
る
こ
と
に
は

成
功
し
て
い
な
い
。

　
今
野
君
は
国
際
シ
ス
テ
ム
の
極
性
に
関
す
る
研
究
が
成
功
し
な
い

理
由
を
、
単
に
「
極
」
の
数
か
ら
国
際
政
治
を
説
明
し
よ
う
と
し
て

い
る
点
に
あ
る
と
考
え
、
「
極
」
の
数
だ
け
で
は
な
く
、
「
極
」
を
構

成
す
る
大
国
の
国
家
利
益
を
加
え
て
国
際
シ
ス
テ
ム
の
極
構
造
を
考

え
る
こ
と
て
、
よ
り
説
明
能
力
の
高
い
理
論
枠
組
を
構
築
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
国
際
シ
ス
テ
ム
の
構
造
的
制
約
に
つ
い
て
も
、
「
リ
ア

リ
ス
ト
間
の
論
争
」
に
お
け
る
防
御
的
リ
ア
リ
ス
ト
の
研
究
成
果
を

発
展
さ
せ
る
形
で
、
構
造
的
制
約
の
強
さ
の
可
変
性
に
つ
い
て
論
議

を
展
開
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
極
」
の
基
準
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
の
よ
う
に
単
に

各
時
代
の
大
国
を
「
極
」
と
し
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、
物
質
的
な

国
力
の
指
標
（
ミ
シ
ガ
ン
大
学
で
始
め
ら
れ
た
「
戦
争
の
相
関
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
「
物
質
、
的
国
力
」
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
）
を
用
い
て
、

最
強
国
の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
国
力
を
有
す
る
国
家
を
「
極
」

と
定
義
し
て
お
り
、
よ
り
客
観
的
な
基
準
か
ら
国
際
シ
ス
テ
ム
の
極

構
造
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
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第
三
章
で
は
、
不
確
実
性
へ
の
対
応
と
い
う
統
一
的
な
観
点
か
ら
、

こ
れ
ま
で
断
片
的
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
国
際
協
調
、
情
報
活
動
、
同

盟
、
戦
争
と
い
っ
た
国
家
行
動
を
整
理
し
て
い
る
。

　
ま
ず
、
現
状
維
持
国
家
の
み
の
世
界
を
想
定
し
て
、
国
際
政
治
の

世
界
で
不
確
実
性
が
持
つ
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
た
上
で
、
国
家
が

不
確
実
性
を
低
下
さ
せ
る
手
段
と
し
て
の
国
家
行
動
を
整
理
し
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
①
情
報
活
動
、
②
国
力
の
増
大
、
③
協
調
的
な
外

交
政
策
、
④
強
硬
な
外
交
政
策
、
⑤
同
盟
形
成
と
同
盟
の
弱
体
化
、

⑥
戦
争
、
と
い
う
六
つ
の
領
域
に
つ
い
て
、
不
確
実
性
を
低
下
さ
せ

る
論
理
が
説
明
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
、
従
来
の
リ
ア
リ
ス
ト

理
論
の
範
疇
で
は
軽
視
さ
れ
て
き
た
国
際
制
度
や
安
全
保
障
対
話
の

役
割
と
い
っ
た
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
シ
ン
グ
、
バ
ン
ド
ワ
ゴ

ニ
ン
グ
、
バ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
バ
イ
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
五
つ

の
同
盟
行
動
に
つ
い
て
は
特
に
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
従
来
の

研
究
と
は
異
な
り
、
本
論
文
で
は
、
国
家
利
益
と
国
力
の
相
違
に
よ

っ
て
国
家
が
選
択
す
る
同
盟
行
動
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
従
来
の
研
究
で
は
あ
ま
り
強
調
さ
れ
て
い
な
い

「
支
援
付
き
の
バ
ッ
ク
パ
ッ
シ
ン
グ
」
と
「
安
全
保
障
の
た
め
の
バ

ン
ド
ワ
ゴ
ニ
ン
グ
」
と
い
う
二
つ
の
同
盟
行
動
の
形
態
を
新
た
に
リ

ア
リ
ス
ト
理
論
に
組
み
入
れ
、
よ
り
包
括
的
な
観
点
か
ら
同
盟
理
論

を
再
整
理
し
て
い
る
点
は
評
価
で
き
よ
う
。

　
第
四
章
で
は
、
国
家
利
益
の
変
化
に
つ
い
て
、
理
論
構
築
が
試
み

ら
れ
て
い
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
国
家
利
益
を
一
つ
に
固
定
し
て

理
論
を
構
築
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
り
、
理
論
か
ら
の
逸
脱
は

「
非
合
理
的
」
な
国
家
行
動
と
し
て
、
国
内
要
因
（
指
導
者
の
誤
認

識
や
特
異
な
人
格
、
国
内
構
造
の
欠
陥
な
ど
）
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ

て
き
た
。

　
し
か
し
、
今
野
君
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
国
際
政
治
史
を
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
国
家
利
益
を
一
つ
に
固
定
し
た
理
論
か
ら
の
逸

脱
を
す
べ
て
「
非
合
理
的
」
な
も
の
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
現
実
的

で
は
な
い
。
本
論
文
に
お
い
て
事
例
研
究
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
明
治
維
新
以
降
の
日
本
を
含
め
、
国
際
環
境
の
変
化
に
合
わ
せ

て
、
柔
軟
に
現
状
維
持
政
策
と
現
状
打
破
政
策
を
選
択
し
て
い
る
国

家
は
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
今
野
君
は
、
国
家
利
益
の
変
化
に
関
す
る
理
論
枠
組
を
構
築
す
る

た
め
に
、
①
国
際
シ
ス
テ
ム
の
構
造
変
化
、
②
戦
争
・
内
乱
・
革
命
、

③
大
国
間
政
治
、
④
国
内
要
因
、
と
い
う
四
つ
の
視
点
か
ら
、
国
家

利
益
が
変
化
す
る
因
果
関
係
の
析
出
・
収
集
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
ビ
ス
マ
ル
ク
期
の
ド
イ
ッ
（
プ
ロ
セ
イ
ン
）
と
明
治
期
の
日
本

の
共
通
点
を
示
す
な
ど
、
従
来
の
研
究
に
は
見
ら
れ
な
い
新
し
い
知

見
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
成
功
し
て
い
る
。
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本
論
文
の
事
例
研
究
と
な
る
第
五
章
で
は
、
明
治
維
新
か
ら
太
平

洋
戦
争
に
至
る
近
代
日
本
外
交
の
軌
跡
を
、
三
つ
の
時
期
に
区
分
し

て
分
析
し
て
い
る
。

　
第
一
節
で
は
、
明
治
維
新
か
ら
口
清
戦
争
に
至
る
時
期
の
日
本
外

交
に
つ
い
て
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。
明
治
維
新
直
後
の
時
期
か
ら
、

征
韓
論
や
台
湾
出
兵
が
政
府
内
外
で
議
論
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

こ
の
時
期
の
日
本
が
現
状
打
破
国
家
で
あ
っ
た
と
考
え
る
研
究
者
も

少
な
く
な
い
。

　
し
か
し
、
今
野
君
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
領
土
的
な
観
点
か
ら

国
家
利
益
を
考
え
る
と
、
少
な
く
と
も
日
清
戦
争
に
至
る
ま
で
現
状

維
持
政
策
を
維
持
し
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
征
韓
論
は
結

局
、
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
台
湾
出
兵
に
し
て
も
、
最
終
的
に
は
領

土
獲
得
を
目
的
と
は
し
な
い
形
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
朝
鮮
の
壬
午
事
変
や
甲
申
事
変
へ
の
介
入
か
ら
、
日
本
の

現
状
打
破
的
な
性
質
を
指
摘
す
る
研
究
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、

今
野
君
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
朝
鮮
半
島
の
政
変
を
日

本
に
有
利
な
形
で
収
拾
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
存
在
し
て
い
た
と
し

て
も
、
当
時
の
日
本
が
朝
鮮
半
島
を
直
接
領
有
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
一
八
八
○
年
代
か
ら
日
清
戦

争
に
至
る
時
期
の
日
本
の
朝
鮮
半
島
政
策
の
基
本
方
針
は
、
第
三
国

に
朝
鮮
半
島
を
支
配
さ
れ
る
こ
と
を
阻
止
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
は
国
際
環
境
や
当
時
の
日
本
の
相
対
的
地
位
を
考
え
て
も
妥
当

な
方
針
で
あ
っ
た
。

　
第
二
節
で
は
、
三
国
干
渉
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
に
至
る
時
期
に

つ
い
て
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
日
本
は
、
大
国
間
の

国
際
政
治
に
直
接
関
わ
り
な
が
ら
、
極
め
て
慎
重
に
現
状
維
持
政
策

と
現
状
打
破
政
策
を
選
択
し
て
い
る
。

　
三
国
干
渉
が
当
時
の
目
本
に
と
っ
て
抗
し
が
た
い
圧
力
で
あ
っ
た

こ
と
は
常
識
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
論
文
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

客
観
的
な
国
力
指
標
か
ら
考
え
て
も
、
露
仏
独
の
三
国
の
国
力
の
合

計
が
日
本
の
約
十
倍
に
達
し
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
を
同
時
に
味
方
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

三
国
干
渉
の
圧
力
を
退
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
客
観
的
な
国
力

指
標
が
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
後
の
日
露
戦
争
に
至
る
日
本
外
交
を

評
価
す
る
に
あ
た
り
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

　
近
代
日
本
外
交
の
転
機
と
な
っ
た
日
英
同
盟
の
締
結
に
つ
い
て
も
、

今
野
君
は
独
自
の
視
点
を
提
示
し
て
い
る
。
近
代
日
本
外
交
史
の
先

行
研
究
で
は
、
日
露
協
商
論
と
日
英
同
盟
論
の
対
立
・
併
存
と
い
っ

た
形
て
、
主
と
し
て
日
本
側
の
選
択
を
中
心
に
日
英
同
盟
の
締
結
が

分
析
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
時
の
日
英
問
の
国
力
格
差
を
考
え

て
も
、
国
際
政
治
の
観
点
か
ら
考
え
る
と
イ
ギ
リ
ス
側
の
選
択
が
非

常
に
重
要
で
あ
る
。
今
野
君
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
日
本
と
の
同
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盟
が
「
合
理
的
」
な
選
択
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
着
目
し
、

日
英
同
盟
が
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
も
合
理
的
な
選
択
で
あ
っ
た
こ
と

を
同
君
の
理
論
枠
組
と
国
力
指
標
を
用
い
て
証
明
す
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
日
露
戦
争
の
開
戦
前
に
ア
メ
リ
カ
の
「
好
意
的
中
立
」

を
確
保
し
た
意
味
に
関
し
て
も
、
重
要
な
指
摘
が
行
わ
れ
て
い
る
。

既
存
の
研
究
に
お
い
て
も
、
日
英
同
盟
が
三
国
干
渉
の
再
現
を
防
ぐ

目
的
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
は
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
今
野
君
の
研

究
は
、
日
英
同
盟
だ
け
で
は
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
に
は
不
十

分
で
あ
り
、
三
国
干
渉
の
再
現
を
完
全
に
防
ぐ
た
め
に
は
ア
メ
リ
カ

の
「
好
意
的
中
立
」
を
と
り
つ
け
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
確
に

示
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
は
、
日
韓
併
合
に
つ
い
て
も
理
論
的
な
観
点
か
ら
言
及
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
今
野
君
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
、
当
時
の
日

本
の
外
交
政
策
は
現
状
維
持
を
基
調
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
日
韓
併

合
も
現
状
維
持
政
策
の
一
環
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
当
時
の
諸
大
国
は
日
韓
併
合
に
対
し
て
違
和
感
を
持

た
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
日
韓
併
合
を
も
っ
て
日
本
の
現
状
打
破
的

（
侵
略
的
）
性
質
の
具
現
と
す
る
見
解
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。

　
第
三
節
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
パ
リ
講
和
会
議
か
ら
第
二

次
世
界
大
戦
の
終
結
ま
で
の
時
期
に
つ
い
て
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
一
九
二
〇
年
代
の
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
に
つ
い
て
は
、
日
本
外
交
史

の
研
究
に
お
い
て
も
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
が
提
唱
し
た
「
新
外

交
」
と
い
う
概
念
に
規
定
さ
れ
て
い
た
の
か
、
「
旧
外
交
」
の
継
続

と
し
て
択
え
る
べ
き
な
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
論
議
が
継
続
し
て

い
る
。
し
か
し
、
今
野
君
は
、
当
該
期
の
国
際
政
治
を
分
析
す
る
に

あ
た
っ
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
「
新
外
交
」
と
い
う
理
念
や
「
旧
外

交
」
の
継
続
性
で
は
な
く
、
当
時
の
国
際
シ
ス
テ
ム
が
本
論
文
の
定

義
に
お
け
る
現
状
維
持
国
家
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
一
極
シ
ス
テ
ム
で

あ
っ
た
こ
と
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
冷
戦
後
の
ア
メ
リ

カ
に
よ
る
一
極
シ
ス
テ
ム
の
将
来
を
考
え
る
上
で
も
、
示
唆
に
富
ん

で
お
り
注
目
に
値
す
る
。

　
本
論
文
に
よ
れ
ば
、
そ
の
後
の
国
際
シ
ス
テ
ム
は
、
一
九
二
八
年

に
ソ
連
の
台
頭
に
よ
り
二
極
シ
ス
テ
ム
に
移
行
し
、
一
九
三
五
年
に

は
ド
イ
ツ
の
台
頭
に
よ
り
三
極
シ
ス
テ
ム
に
移
行
し
て
お
り
、
現
状

打
破
勢
力
が
優
勢
な
構
図
へ
と
徐
々
に
変
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、

第
二
次
世
界
大
戦
に
至
る
時
期
の
世
界
が
徐
々
に
不
安
定
な
方
向
へ

と
向
か
っ
た
様
子
が
、
本
論
文
で
は
国
際
シ
ス
テ
ム
の
極
構
造
の
変

化
と
い
う
観
点
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
呼
応
す
る

か
の
よ
う
に
日
本
の
国
際
協
調
路
線
も
後
退
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
国
内
構
造
の
欠
陥
か
ら
一
九
三
〇
年
代
以
降
の
日
本
外
交
を
説
明

す
る
視
点
は
特
に
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
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に
、
現
状
打
破
政
策
の
「
機
会
の
窓
」
が
開
い
て
い
た
点
（
現
状
打

破
政
策
に
理
論
的
な
合
理
性
が
存
在
す
る
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
）
、

そ
れ
に
日
本
が
枢
軸
国
側
で
戦
争
を
継
続
す
る
合
理
性
か
消
滅
し
た

の
は
一
九
四
一
年
六
月
の
独
ソ
戦
開
戦
で
あ
る
こ
と
を
理
論
的
に
明

ら
か
に
し
て
い
る
点
は
、
少
な
か
ら
ぬ
意
義
が
あ
る
。

　
最
後
の
結
論
で
は
、
本
論
文
の
研
究
成
果
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
と

共
に
、
本
論
文
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
理
論
枠
組
の
今
日
的
な
意
義

に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
周
辺
諸
国
と
の
争
点
に
な

っ
て
い
る
「
歴
史
問
題
」
と
関
連
し
て
、
道
義
的
な
論
議
と
は
別
に
、

当
時
の
国
際
環
境
を
踏
ま
え
た
戦
略
的
観
点
か
ら
の
日
本
外
交
の
再

評
価
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
今
野
君
は
指
摘
し
て
お
り
、
そ
の
際
、

同
君
が
提
示
し
た
理
論
枠
組
が
有
用
な
道
具
と
な
り
う
る
こ
と
を
合

わ
せ
て
指
摘
し
て
い
る
。

2
　
論
文
の
評
価

　
本
論
文
は
、
独
自
理
論
を
提
示
し
、
そ
れ
を
利
用
し
て
大
局
的
な

観
点
か
ら
、
近
代
日
本
外
交
の
歴
史
を
説
明
す
る
こ
と
を
試
み
る
、

わ
が
国
で
は
珍
し
い
ス
タ
イ
ル
の
研
究
で
あ
り
、
国
際
関
係
理
論
研

究
と
し
て
高
く
評
価
で
き
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
海
外
の
理
論

を
援
用
し
て
事
例
研
究
を
行
う
例
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、
国
際
的
に

通
用
す
る
独
自
の
理
論
枠
組
を
提
示
す
る
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
存
在

し
な
い
。

　
国
際
的
な
理
論
研
究
の
現
状
を
踏
ま
え
れ
ば
、
「
リ
ア
リ
ス
ト
間

の
論
争
」
の
発
展
的
解
消
を
意
図
す
る
理
論
を
提
示
し
て
い
る
点
も

高
く
評
価
で
き
る
。
国
際
関
係
理
論
の
事
例
研
究
の
対
象
と
し
て
近

代
日
本
外
交
が
扱
わ
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
、
既
存
の
研
究
の
欠
落
を

埋
め
る
意
味
で
も
本
研
究
の
存
在
意
義
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

　
今
野
君
の
研
究
目
的
が
、
独
自
理
論
の
構
築
と
約
八
○
年
間
に
わ

た
る
日
本
外
交
の
理
論
的
視
角
か
ら
の
分
析
と
い
う
壮
大
な
目
的
に

あ
る
こ
と
か
ら
必
要
不
可
欠
な
作
業
で
あ
る
と
は
い
え
、
国
際
関
係

理
論
と
近
代
日
本
外
交
史
の
み
な
ら
ず
、
国
際
政
治
史
や
関
係
諸
国

の
外
交
史
の
膨
大
な
先
行
研
究
を
精
力
的
に
吟
味
し
、
丹
念
に
そ
の

弱
点
を
洗
い
出
し
て
同
君
自
身
の
研
究
に
反
映
さ
せ
て
い
る
こ
と
も
、

高
く
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
と
は
い
え
本
論
文
に
残
さ
れ
た
課
題
も
少
な
く
な
い
。

　
第
一
に
、
第
四
章
の
国
家
利
益
の
変
化
に
関
す
る
点
で
あ
る
。
本

論
文
で
は
国
家
利
益
の
変
化
に
関
し
て
様
々
な
因
果
関
係
が
示
さ
れ

て
い
る
が
、
提
示
し
て
い
る
因
果
関
係
の
重
要
性
の
違
い
に
つ
い
て

言
及
が
な
い
な
ど
、
理
論
構
築
作
業
は
ま
だ
ま
だ
初
期
的
な
段
階
で

あ
る
。
本
論
文
に
お
け
る
理
論
構
築
の
他
の
部
分
と
比
較
し
て
完
成

度
が
低
い
点
は
否
め
な
い
。
本
格
的
な
理
論
と
し
て
世
に
問
う
た
め

に
は
、
よ
り
多
く
の
国
際
政
治
史
の
事
象
を
精
査
の
上
、
因
果
関
係
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を
析
出
・
収
集
し
、
取
捨
選
択
し
た
上
で
、
統
合
的
な
理
論
構
築
作

業
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
第
二
に
、
事
例
研
究
に
関
す
る
点
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
主
と
し

て
二
次
資
料
に
依
拠
し
て
事
例
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在

の
世
界
の
高
度
な
理
論
研
究
で
は
事
例
研
究
の
中
で
ア
ー
カ
イ
ヴ
ァ

ル
・
リ
サ
ー
チ
が
積
極
的
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
今
野
君
に
も
今
後

の
課
題
と
し
て
、
事
例
研
究
の
中
で
日
本
と
関
係
諸
国
の
外
交
政
策

に
関
す
る
ア
ー
カ
イ
ヴ
ァ
ル
・
リ
サ
ー
チ
を
実
施
し
て
、
そ
の
成
果

を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
説
得
的
な
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
は
、
本
論
文
の
意
義
を
い
さ
さ
か
も
損
ね
る
も

の
で
は
な
く
、
ま
た
今
野
君
自
身
も
そ
れ
を
将
来
の
課
題
と
し
て
自

覚
し
て
い
る
。
本
論
文
は
頗
る
野
心
的
な
構
想
に
基
づ
い
て
執
筆
さ

れ
て
お
り
、
国
内
外
の
学
界
に
十
分
に
貢
献
す
る
だ
け
の
独
創
性
を

持
つ
研
究
で
あ
る
と
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
点
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
審
査
員
一
同
、
本
論
文
は
博

士
（
法
学
）
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
の
学
位
授
与
に
ふ
さ
わ
し
い
業
績

で
あ
る
と
判
定
す
る
。

二
〇
〇
五
年
九
月
十
二
日

主
査

副
査

副
査

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
翫
n

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

小
此
木
政
夫

添
谷
　
芳
秀

田
所
　
昌
幸
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